




発掘調査の成果 

 昨年度行われた発掘調査では、鎌倉時代か

ら戦国時代のものと考えられる道路跡と道路

跡の南側で掘立柱建物
ほったてばしらたてもの

を確認しました。また、

普段使われていた茶碗や皿、鍋などのほか、銅
どう

銭
せん

が 2 枚出土しました。今年度は、昨年度の

調査区の北側および西側を発掘調査しました。 

 
今年度の発掘調査でわかったこと 
１．城築造

ち く ぞ う

以前の竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

が見つかりました。 

 Ｂ地区中央、やや北寄りで竪穴住居と考え

られる方形の遺構
い こ う

（地面に掘られた溝や穴な

どの生活の跡）がみつかりました。東辺中央

部には、土管のような形をした底の無い土器

４個体が横になり、重なった状態で見つかり

ました。周囲は赤く焼けたところがあり、建

物内に造られた 竈
かまど

から外に煙を出す煙道
えんどう

と

考えられます。 

 Ｂ地区中央部には、竪穴住居の床面
ゆかめん

の可能

性がある部分的に焼けた粘土の 塊
かたまり

がいくつ

か見つかっています。残念ながら後の時代に

破壊されたため分かりませんが、他にも竪穴

住居が存在した可能性があります。  

 

２．道路の跡が見つかりました 

 Ａ１地区では、昨年度北東に曲がることが

確認されていた道路の続きが見つかりました

（道路 1）。道路１は北に向かって深くなって

おり、ここから斜面を下りて行くと考えられ

ます。道の底には砂利
じ ゃ り

が敷かれて硬く締まっ

たところが部分的に確認されました。 

Ｂ地区では、区画
く か く

溝
みぞ

（屋敷地
や し き ち

の周囲を区画

する溝）・道路が４箇所確認できました。一番

古いものは調査区の北側にある方形に曲がる

溝１です。東溝は墓地の西側にある土塁状の

高まりに、西溝は土塁と考えられる高まりに 
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沿うことから、土塁に伴う堀である可能性が

あります。この溝は、東西方向は新しい溝（道

路１）と重なっておりよく分かりませんが、

南北方向ではＶ字状に掘られています。 

溝２は、調査区南側にある同じく方形に曲

がる区画溝です。東側の溝は底が幅広く平ら

であり、道路としても利用されたと考えられ

ます 

道路１・道路２は東西方向の道跡と考えら

れる溝状の遺構です。道路１は昨年度に見つ

かった続きの道で、Ａ１地区の道路跡につな

がるものです。道路２は道路 1 から分岐する

道で、東端で底が幅広く平坦となり、昨年度

見つかった南に曲がる道路跡とつながります。 

Ｃ地区では東西方向の道路跡と南に曲がる

道路跡が見つかりました。南側には小野城の

中心（主
しゅ

郭
かく

）があり、そこへ向かう道と考え

られます。道路１は調査区の北西側が崩落し

ているため明確ではありませんが、調査区内

でかなり深い溝となっており、下に向かって

いると考えられます。またこの崖も底が平ら

となっており、道路跡であった可能性があり

ます（道路４）。また道路跡 1 から分岐し、道

路 1 と並行して走る溝 3 は北側がほぼまっす

ぐ縦に掘られており、道路１の南溝との間に

幅広い平坦地があることから、道路 1 を拡張

した可能性があります。道路３は南に向かう

道路跡です。西側に側溝が掘られ、底では砂

利を敷き硬くしまったところや「波
なみ

板状
いたじょう

凹凸面
おうとつめん

」と呼ばれる石や砂利の混じった不整

形な穴が連続する道路特有の遺構が確認でき

ました。 

 
 

 

 

溝２と土塁と土坑１ 

 
溝２東側 

 
Ｃ地区全景 

 
道路３（波板状凹凸面） 



３．道路のそばでたくさんの穴が見つかりました 

 昨年度の調査区では３棟の掘立柱建物
ほったてばしらたてもの

が

確認され、それ以外にもたくさんの柱穴と考

えられる小さな穴が見つかりました。今年度

もたくさんの柱穴が、特に道路跡の南側で見

つかっています。今までのところ掘立柱建物

としてまとまったものはありませんが、非常

に深く掘られたものや中に石が入ったものが

見つかっており、いくつかの建物跡が存在し

たと考えられます。 

 Ｂ地区の南端では、床に粘土が貼られた方

形の遺構（土坑
ど こ う

（地面に掘られた大きな穴）

１・６）、大きな石や粘土の塊が集められた方

形の遺構、（土坑３）、炭・焼土を多量に含む

方形の遺構（土坑５）などが見つかりました。

また、Ｃ地区でも小さな炭の塊が多量に混じ

り、底から周りが赤く焼け、中に炭がつめら

れた穴が見つかったもの（土坑７）などが見

つかっています。これらからはまとまって

遺物
い ぶ つ

が出土していますが、出土する遺物は鎌

倉時代～戦国時代ものがほとんどであること

から、この時代の掘立柱建物に関連する遺構

であると考えられます。 
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調査区中央南部（土坑３、５） 

 

土坑６底で見つかった穴 

 

４．城の土塁
ど る い

・堀
ほり

と考えられる遺構が見つかりま

した。 

 昨年度・今年度の発掘調査区は、もともと

茶畑だったところであり、地表面からはかつ

ての様子はわかりません。ただし、現在森と

なっているところや調査区の南では、かつて

の土塁や堀と考えられる高まりや落ち込みが

確認できるところがあります。 



今回の調査区では、明確に盛土がされた土

塁を確認することはできませんでしたが、そ

の可能性のある遺構が見つかっています。 

５ たくさんの遺物が出土しました 

 発掘調査で見つかった遺物は、ほとんどが

「三日平氏の乱」（1204 年）に関係する時代

の鎌倉時代頃、小野氏に関わりがあると考え

られる室町～戦国時代頃の皿や茶碗・鍋など

ですが、なかには中国から輸入された青磁
せ い じ

や

白磁
は く じ

の碗、砥石
と い し

や硯
すずり

などの石製品が見つかっ

ています。茶碗の中には、裏に墨で文字が書

かれたものが見つかっています。 

 Ａ２地区は丘陵北部の平場から斜面にかか

る部分を細長く調査したものです。西側の森

となっている平らなところでは、土塁と考え

られる高まりが確認できます。Ａ２地区の調

査では盛土は確認されなかったものの、深く

溝を掘り、高まりとなっている箇所が３ヶ所

見つかりました。元々盛土があったかどうか

は不明ですが、土塁と同様の役割を持ってい

たと考えられます。南側の２箇所は大きな堀

状の落ち込みを挟んでおり、この部分は堀か

道路跡と考えられます。 

  竪穴住居からは、煙道に使われた、底部に

穴が空いた土管状の土器が出土しています。

また少量ですが、鎌倉時代から戦国時代の土

器に混じって、縄文
じょうもん

土器
ど き

や弥生土器
や よ い ど き

、石器
せ っ き

な

どが見つかっています。生活の跡は見つけら

れていませんが、昔からこの辺りに人々が生

活していたと考えられます。 

 また、Ｂ地区の西端は溝２を掘削して高まり

になっています。この高まりの北側には、土

塁状の高まりが残っており、この部分も土塁

であると考えられます。 

 

 竪穴住居煙道の土器 

Ａ２地区土塁（掘削前） 

 

Ａ２地区土塁（掘削後） 硯、墨書土器 




